
総合教育会議 資料 

相馬市子ども科学フェスティバル（新規事業） 

平成３０年１０月 ３日 

学校教育課 

 

１ 趣 旨   地域の指導者、教員・児童生徒・市民や地域の企業、行政が一体となって、子ど

も達に科学の楽しさや魅力を伝える楽しいイベントを開催し、理数科目への興味・

関心を高め、将来の理科系進路選択の一躍を担う機会とする。 

 

 

２ 開催日   平成３１年８月２１日（水） 

 

３ 会 場   相馬市中央公民館・相馬市民会館（相馬市役所）・アリーナ 

 

４ 内 容  〇 理科が好きになるコーナー 

        （子どもたちの興味関心を高める簡単な実験や工作・裏面参照） 

        ・ ブース・ワークショップ型：１５～２０種類ほど予定 

      （担当）主に相馬地区の学校関係者（各小中高等学校・理科教員） 

          域内高校等の科学クラブ・近隣の大学 

          市内企業（ＩＨＩ、オリエンタルモータース・・・・） 

          各種サークル（アルプスを退職された方々・・・） 

         地域の団体等（天文・地学・生物同好会） 

 

       〇 放射線・防災が学べるコーナー 

        （子どもたちが興味関心を持って取り組める実験や工作） 

        ・ ブース・ワークショップ型：５種類ほど予定 

      （担当）科学技術館・原子力研究開発機構 

          福島県消防学校（起震車）等 

 

       〇 サイエンスショー （防災サイエンス等） 

 

５ 運 営  〇 相馬市理科研究会（仮称）を組織し、運営する。 

        ・ 理科好きになる授業づくり（授業改善）推進 

        ・ 実験教材の開発、教材開発研修会の開催 

        ・ 相馬市子ども科学フェスティバルの準備・運営 

 

       〇 必要経費として 

          実権材料費・器具費等、講師派遣報酬、保険料等 

 

 

 

 



 

 

 


